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Abstract

　　When　we　teach　science，“The　change　of　the　earth’’at1ower　secondary

schoo1s，it　is　important　to　use　regiona1materia1s　as　teaching　materia1s．However，

we　can　not　get　materia1s　which　are　good　to　know　about　the　region．For　instance，

it　is　difficu1t　to　get　materia1s　suitab1e　for1earning　vo1canic　activities　in　the　study

area，Shikoku　region．Therefore，we　on1y　show　samp1e　data　to　students　for

observation　on　minera1s　inc1uded　in　vo1canic　ash．

　　Having　co11ected　regiona1tephra　whose　distribution　is　we11known　a11over　the

country，we　discussed　ways　of　observing　and　resu1ts　of－the　ana1yzing　minera1s　in

regiona1tephra，As　a　resu1t，it　tumed　out　that　we　cou1d　take　good　minera1s　out

of　the　tephra　stratum　which　was　considerab1y　weathering，and　that　we　could　use

regiona1tephra　for　studying　vo1canic　products．

　　A1so，it　tumed　out　that　we　cou1d1eam　about　voユ。anic　activities　in　the　area

where　we　hve，according　to　guessing　vo1canic　activities　in　the　past　with　those

geo1ogica1methods．
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はじめに

　地学分野の学習では，野外活動で集めた情報を整理し，科学的な見方で考察することによっ

て，その自然事象を理解することが本来の姿であると言える。したがって，必然的に地域の素

材を有効に活用しなければたらない（秦，1991，高橋ほか，1994）。しかし，中学校理科にお

ける地域素材の活用としての野外観察や実習の実施状況は，とても十分とは言えない。富樫ほ

か（1995）が報告した「野外観察・実習の実施状況」によれば，1回も実施していたいのが第

1学年で37，3％，第2．学年で56．2％，第3学年で54．9％もある。実施の問題点として．は，「野

外観察に適した場所が限られている」などの学習場所の確保の問題や時間確保の難しさを挙げ

ている。しかし，生徒の理科嫌いの増加や実体験の乏しい生徒の実体を考えたとき，これらは

是正すべき重要課題であると言える。

　地学分野の学習には，地域性があり野外観察や実習を難しくしている。例えば，中学校学習

指導要領（文部省，1989a）に示される（6）ア「火山と地震」の学習内容は，愛媛県などの

ように第四紀の火山がない地域では身近に観察することのできたい内容である。したがって，

文部省指導書理科編（文部省，1989b）の火山噴出物の指導に関する記述において「火山灰な

どについては，双眼実体顕微鏡を用いてその中に含まれる鉱物の色や形だどを調べさせること

も，火山噴出物の特徴を理解させるのに役立つであろう。」と示された火山灰の観察について

も，愛媛県はもとより，四国地方などでは現在活動している火山がなく，火山灰を身近に観察

することはできない。そのため造岩鉱物の学習や火山噴出物の学習では標本資料を見せて終わ

る場合が多い。生徒が探求的な学習を展開するためには，活動している火山がたい地域におい

ても生徒が想像もしていないような自然現象を野外調査の中で発見させ，火山活動の証拠を探

求させるなどの新たな視点による地域素材の教材化が必要である。

　そこで，身近に火山活動の観察ができない地域においても取り上げることが可能た広域テフ

ラの教材化について検討した。テフラとしては，一都の地域を除きほぼ全国的にその分布が確

かめられている（町田・新井，！992）姶良Tnテフラ（以下ATと記述）と鬼界アカボヤ（以

下KTAhと記述）を取り上げた。

　本稿においては，筆者らの一人神野の勤務校がある四国中央部の新居浜市に分布するテフラ

の野外調査および室内研究からその教材化を行い，単元「大地の変化」の学習におし．・て実践し

た結果を報告する。

1．教材としての広域テフラ

　ATは南九州姶良カルデラ（鹿児島湾北端）を噴出源として，約2．2～2．5万年前に噴出した

降下軽石や巨大火砕流堆積物とその降下火山灰をさす。一方，K－Ahは，南九州鬼界カルデ

ラ（鹿児島県硫黄島一竹島南）から約6，300年前に噴出した降下軽石や巨大火砕流堆積物とそ

の降下火山灰をさす。これらカルデラから供給された火山灰の分布は西南日本を中心に遠くは

東北地方にまで及んでいる（町田・新井，1992）。したがって，最近，その分布の広域性から

第四紀後期の指標層として，活断層の活動時期や考古学的な時代決定に利用されている。

　これらの広域テフラを中学校理科2分野の教材として見たとき，それらは時間概念や空間概
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念を酒養するのに適した教材であると言える。時問的には人類の時代あるいは氷河時代と言わ

れる第四紀の事象であり生徒にも十分想像が及ぶ時代である。また，空間的にも南九州は生徒

たちの住む新居浜市とはそれほど離れた場所ではたいので，あまり無理はたいように思う。

　生徒に広域テフラを挟在する第四系の露頭を観察させ，茶褐色の粘土層から火山起源の火山

ガラスなどが見つかることを実体験させて，どこから飛んできた火山灰なのかを考える学習を

行うことは，大地の持つエネルギーの大きさを感得させるには有効な教材と言える。

2．地質概説

　新居浜市の北都，すなわち瀬戸内海側には西と東に2つの丘陵があり，これらは最上部自亜

系和泉層群より成る。和泉層群の分布北限は東西に延びる海岸線付近である。一方，和泉層群

の南限は南の四国山地北麓を東西によぎる中央構造線によって断たれ三波川変成岩と接してい

る。和泉層群は砂岩と泥岩の互層を主とし，礫岩層や凝灰岩層を介在する。

　中央構造線付近の和泉層群を不整合に覆って鮮新一更新統の岡村層が，さらにこれらを不整

合に覆って完新統の扇状地堆積物や河川堆積物が平野部に広く分布している（図1）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　地質概略図

　　　　　　　　凡例：1　テフラ試料採集地点，2　第四系，3　岡村層
　　　　　　　　　　　4　和泉層群，5　領家花嵩岩類，6　三波川変成岩類

本地域に分布する広域テフラは，岡田・堤（1990）が堆積物の編年資料としてJR中萩駅か

ら南南東約2㎞に位置する旦の上の高位段丘礫層中から，また旦の土より松山自動車道に沿っ
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て東方へ約1㎞行った出口の低位段丘礫層中の2つのテフラ（ATとK－Ahと同定），さらに

東方約7㎞の船木のゴルフ場クラブハウス北側の土石流扇状地礫層中のテフラ（K－Ah）を露

頭状況と同定結果も含めて記載している。しかし，これらの露頭は松山自動車道の完成に伴い

消失している。

　一方，水野ほか（1993）は上原町開運橋東方20mの低位段丘礫層中のテフラをATとして

ストリップマップに示している。

　上原町開運橋東のテフラを挟む礫層

　前述したように開運橋東方20mの道路切り通しに，水野ほか（1993）がストリップマップに

示したテフラを挟在する露頭がある。露頭表面は風化と上位から崩れてきた表土の黒ボクが覆
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図2　テフラ試料採集地点の露頭模式図

っているため，礫層であることはわかるがそ

の層相を観察することは難しい。そこで，露

頭表面を削り観察すると，表土から2m下位

にほぼ水平に堆積した層厚20～25㎝の茶褐色

を呈するテフラ層が挟在しているのがわかる

（図2，写真1）。

　テフラ層下位の礫層は，握り拳人以下の泥

質片岩を主とする亜円礫～亜角礫の結晶片岩

から成る。テフラ層より上位の礫層は，下位

の礫層と変わらないが，直径25㎝内外の巨礫

が混在している。地表近くは特に風化が著し

く赤色化しているところもある。

写真1　上原町開運橋東のテフラを挟む露頭

3．テフラの分析

　テフラ分析の前処理

　採取したテフラは，その表面が粘土や鉄の酸化物などで覆われているので，野尻湖火山灰グ

ループ（1989）に従い，次に示す方法で処理した。
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（1）わんがけ（試料から粘土・シルト分を洗い流す）

　①大型蒸発皿に試料約20g（大さじ山盛り1杯）を取る。

　②水を入れ，泥を練る。指の腹を使って皿の壁にこすりつけるようにする。

　③7～8分目の水を入れ，全体をかき混ぜしばらく放置して砂粒を沈め，濁り水を捨てる。

　④濁り水を捨てた状態で②にもどり，②～③の操作を濁りがなくたるまで繰り返す。

（2）脱鉄処理（付着した鉄の酸化物などを取り除く）

　①わんがけの終了した試料に水を7～8分目入れ，湯煎釜で蒸発皿ごと70～80℃に暖める。

　②クエン酸ナトリウムニ水和物を薬さじ1杯ほど入れ，かき混ぜる。

　③次にハイドロサルファイトナトリウムを薬ざしで1杯入れかき混ぜる。

　④70～80℃で1O～15分ほど暖め続け反応させる。試料の赤っぽさが消えて，灰色っぽくな

　　ればよい。

　⑤溶液を捨て，2～3回水洗いする。

　⑥さらに水を加えて1O分ほど湯煎し，十分に薬品を溶出させた後，水洗いする。

［別法］　ピロリン酸ナトリウム1O水和物を薬さじ1杯はどを200m皿の湯に溶かし，蒸発皿

　　中の試料に加え，穏やかな火力で加熱する。数分程度加熱して反応させた後，ていね

　　いに水洗いする。本方法でも十分な処理が行えた。

（3）ふるいわけ（観察しやすいように粒度をそろえる）

　①1／2m（500μ），1／4㎜（250μ），1／8㎜（125μ）の径のふるいを網目の粗い順に上から重

　　ね，乾燥試料を入れて円を描くようにふるう。

　②粒径ごとに回収し，サンプル瓶（5m皿）などに入れる。回収の際は，網目に詰まったも

　　のも歯ブラシや筆などでていねいに取り除く。

　双眼実体顕微鏡での観察

　前処理の終わった砂粒状粒子（写真2）を野尻湖火山灰グループ（1989）にしたがい，次の

要領で観察した。また，後述する標準プレパラートと砂粒状粒子の組成分析のためのプレパラー

ト台を作成した。

　①1／8m～1／4mの試料をシャーレに入

　　れ，20～40倍で検鏡する。

　②極細の筆などで鉱物を転がしたりした

　　がらその特徴を観察する。鉱物を取り

　　出すには，筆の先を少し濡らして鉱物

　　に付ければ簡単に取り出せる。

　③鉱物の鑑定には，結晶形，壁開，断口，

　　溶食などの外形と色，光沢などをもと

　　に鑑定表などを使って行う。

　④慣れてきたら，標準プレパラートを作

　　る。

　⑤鉱物の鑑定に慣れてきたら組成分析を

　　行う。

　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1m

写真2　粘土・シルトを洗い流しクリーニング

　　　処理をしたテフラ

49



神野康一・高橋治郎

標準プレパラートや組成分析のためのプレパラー

ト台は野尻湖火山灰グループ（1989）を参考に次の

ようにして作成した。

　①35㎜×27．5㎜の厚紙（厚さ約O．5㎜）に図3

　　　のようだ穴をパンチを使って8個あける。

　②鉱物用のスライドガラスにエポキシ系接着剤

　　　でこの厚紙を張り付ける。

　③厚紙にあけた穴に，二分法で取った少量の試

　　料や標準鉱物を入れ，厚紙の部分にエポキシ

　　系接着剤を付けてカバーガラスを張り付げ

　　　る。封入するとき，試料や鉱物粒がはみ出し

厚紙（厚さ0．5㎜）

OOOO
「

27．5皿

○○○○

35㎜．

図3　プレパラート台

「

275㎜

ていないかに注意する。はみ出しているとカバーガラスが割れてしまうことがある。

　上述のような手1頃で，上原町開運橋東の道路沿いから採取してきた試料（テフラ）を処理し

た結果，粒径1／2m以上のものは，変成岩岩片などが多く，また，粒径1／8m以下のものは小さ

すぎて同定が難しく，ともに観察には適さず，粒径1／8㎜～1／4mのものが観察に最もよく適し

ていることがわかった。そして検鏡の結果，バフルウォールタイプ（Bb）の卓越した火山ガラ

スや長石，石英，黒雲母，斜方輝石，角閃石，磁鉄鉱，火山岩片などを同定することができた

（写真3，4，5，6）。

写真3　火山ガラス　　o o．5㎜　　写真4　輝　　　石　　o

写真5　角　閃　石　　o

O．5m

o．5皿　　写真6　黒　雲　母　　　o O．5㎜
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　試料（テフラ）の組成分析結果

　ふるい分けされた粒径別の試料を二分法で少量取り，プレパラート台に広げて双眼実体顕微

鏡下で観察し，含まれる鉱物などの数を数え組成率を求めた。結果は，表1と図4に示す通り

である。

　　　　　　　　　　　　　　　表1組成分析結果

砂　　粒　　数 砂　　粒　　％
砂　粒　名 粒径φ 1／8 1μ 粒径φ 1／8 1／4 計 ％

～1／8 ～1μ ～1／2 1／2～ ～ユ／8 ～1／4 ～ユノ2 工／2～

輝　　　石 20 24 1 5 6．2 4．9 0．4 5．7 50 4．3

角　閃　石 2 1 O O 0．6 O．2 O．O O．0 3 O．3
一　　　I　　一　　一　　　L　　　1　　一　　一　　一　　■　　■

黒　雲　母 O 7 O O O．O 1．4 O．O O．O 7 0．6

磁　鉄　鉱 22 11 O O 6．8 2．2 O．O O．O 33 2．9

長　　　石 52 84 25 13 16．1 17．1 9．8 14．9 174 15．1

石　　　英 19 40 23 9 5．9 8．2 9．1 10．3 91 7．9

火山ガラスBb 76 180 112 2 23，6 36．7 44．1 2．3 370 32．1

火山ガラスFb O 2 6 O O．0 0，4 2．4 O．O 8 0．7

火山岩片シロ 26 20． 8 O 8．1 4．ユ 3．1 O．O 54 4．7

火山岩片クP 4 2 O O 1．2 O．4 O－O 0．O 6 O．5

火山岩片アカ 20 13 13 o 6，2 2．7 5．1 0．O 46 4．O

その他変成岩 81 106 66 58 25．2 21．6 26．O 66．7 311 27．O

計 322 490 254 87 100．O 1OO．0 ！00．O 100．O 1153 10010
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匡≡≡ヨ輝石

区コ角閃石

区三］黒雲母

匿ヨ磁鉄鉱

画コ長石
匡ヨ石英
㎜火！111・・

巨ヨ火山ガラス恥

睡囲火山岩片シロ

磨ヨ火山岩片クロ

團火山岩片アカ

［］その他・変成岩片

a：粒径　　　～1／8㎜

c：粒径　1μm～1／2m

b：粒径　1／8㎜～1／4㎜

d1粒崔　1／2m～

図4組成分析結果
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　組成分析結果の考察

　本試料（テフラ）の特徴は，次の通りである。

　　①火山ガラスが組成率の上で卓越している。

　　②火山ガラスは，バブルウォールタイプ（Bb）が大部分でファイバータイプ（Fb）はわず

　　　かしか含まれていない。

　　③同定された輝石はすべて斜方輝石である。

　　④カソラソ石を全く含んでいない。

　これらの特徴は，本試料が姶良Tnテフラ（AT）であることを支持する。しかし，これら

の結果のみからATと判定することは難しく，火山ガラスの屈折率の測定など多角的た検討

が必要である。

4．本テフラの教材性の検討と授業実践

　．前述したように組成分析のみでATと判断するのは危険だが，ここでは水野ほか（1993）

に従いATとしてその教材性を検討する。

　四国地方にある中学校では，これまで造岩鉱物の学習において身近な地域の素材を扱うこと

はあまりなかった。しかし，広域テフラを活用することによって，長石や石英，黒雲母，角閃

石，輝石だとの鉱物の結晶の様子を観察することができることがわかった。これらの鉱物はど

れも教科書や参考書に示されている特徴をよく兼ね備えている。

　本テフラがATであるなら，その起源は南九州の姶良カルデラ（鹿児島湾北端）で，およ

そ22，O00年前の火山活動によって本地へ偏西風に乗って飛来してきたものである。ATの分布

は日本列島をすっぽり覆い，日本海全域，朝鮮半島，．東シナ海，太平洋四国海盆にまで及んで

いる（町田・新井，1992）。このような大規模な火山活動を身近た露頭の試料から推定するこ

とができるのである。

　採取してきた試料が火山噴出物の堆積物（テフラ）であることを理解させた後，このテフラ

がどこから飛来してきたものかを生徒に探求させることによって，地球のエネルギーの大きさ

を身近た自然事象から感得させ得るものと考える。

　四国地方には活動している火山が存在しないので，．火山活動そのものを観察する事ができな

い。しかし，前述してきたような地質学的手法によって火山活動の存在を推定することが可能

だとわかれば，石鎚山が1，500万年前に大噴火をし，火山灰や熔岩を噴出するとともヒカルデ

ラを作っていたことも地質図から読みとることができると考える。これまで，火山活動の単元

は現在活動している桜島や最近噴火した浅間山，伊豆大島，雲仙普賢岳だとの火山活動の様子

をVTRたどで間接的に学習することが多かったが，一つの広域テフラの観察から地域素材を

活用して火山活動の学習の展開をはかることも可能であることがわかった。

　広域テフラを利用した学習活動例

　上述の研究を踏まえ，中学校理科単元「大地の変化」を，次へ一ジに示すようだ教案「テフ

ラを利用した地学の学習について」に則して実践した（写真7）。なお，生徒には「火山灰の

特徴」および「火山灰」と題するワークシートを配布し観察させた。これらと生徒の観察結果・

授業後の感想の数例を以下に示す。
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テフラを利用した地学の学習について
実践報告

新居浜市立東中学校
　　神　野　康　一

1　はじめに
　「テフラ」を授業に導入してみようと考えたのは、市販の園芸用土を利用
して火山灰の観察を行う方法もあるが、実際に地域で採取したものを使い、
生徒の身近なところからの地学学習を進めたいと考えたからである。新居浜
市では、姶良Tnテフラや鬼界アカボヤテフラが発見されている。今回、利
用したテフラは、上原町鹿運橋東の切り通しで採取した姶良T　nテフラであ
る。以下に実践の揚要を示す。

2　実践内容（2時間配当）
（1）火山灰の観察（1時間）

　　ア　ねらい
　　　　火山灰を観察して砂との違いに気付くとともに火山灰に含まれる鉱
　　　物を発見することができる。
　　イ　学習活動の流れ

学習活動と教師の支援 生徒の反応
1　学習課題の確認 ○課題を確認する。

火山から噴出した火山灰の粒を観察してその特徴を調べよ㌔
2　観察方法の説明
発見できる鉱物について大ま

　かな特徴を説明し、鉱物発見
　のヒントを示す。

3　観察の支援
机間指導をしながら、鉱物発
見の支援を行う。

　観察結果のまとめ
火山灰と砂との違い、その原
因についてまとめる。

　次時の予告
この火山灰が新居浜で採集さ
れたものであることを説明し、
どこから来たものかを予想さ
せ・次時の学習の意欲化を図
る。

○ワークシートを見ながら観察方法
　を聞く。

○必要なことはメモを取る。

○テフラを実体顕微鏡を使って観察
　する。
○砂との違いに気付きワニクシートに書く。

○より多くの鉱物を発見するために
　観察を続け、発見した鉱物のスゲ
　ツチをとる。
○砂との違いを発表する。
○見つけた鉱物の特徴を発表する。
　火山ガラス、石英、長石、輝石、
　黒雲母、角閃石、磁鉄鉱

○次時の学習予定を聞く。
　新居浜には、火山がないことから
　驚きの声がもれる。

（2）この火山灰はどこから飛んできたのか？（1時間）
　ア　ねらい

　　火山灰がどこから飛来したものかを資料を通して考察し、火山活動
　の壮大さに気付くともに大地の持つエネルギーの大きさを実感する。
イ　学習の流れ
学習活動と教師の支援 生徒の反応

1　学習課題の確認 ○課題を確認する。
新居浜で採集したという火山灰はどこから飛んできたのだろうか
　課題に対する予想をさせる。

　養料について説明する。

（1）採取地の確認
（2）採取地について
（3）過去の大きな火山活動
（4）火山灰の到達範囲
　考察の支援（グループ活動）
班での話し合いを支援し、結
論が出せるようにアドバイス
した。

　発表の支援
発表が生徒全員のものとなる
よう偏西風の問題や層厚の問
題について確認をしながら・
発表、討議を進めさせた。

○石鎚山、桜島、阿蘇、新居浜市内
　の山などがあげられた。

○地図で採取地を確認する。
○資料についての説明を聞く。

○資料をもとに結論を出す。理由が
　発表できるように班で話し合う。

○班ごとに結論を発表する。

1班
2班
3班
4班
5班

桜島
桜島
阿多
桜島
阿蘇

6班
7班
8班
9班

桜島
阿多
阿多
阿多

6　結果についてのまとめ
姶良火山であることを確認し
て補足説明をした。

　資料をもとに理由を発表した。火
山灰の厚さに注目した班が多かった・
が、偏西風の影響について理由を述
べた斑もあった。
○先生の話を聞き、感想を書く。
　姶良の火山から飛んできたことを
知り、そのスケールの大きさに驚い
た生徒が多かった。

3　成果と今後の課題
　別紙の資料に示す通り、感想を読むとねらいである地球の持っエネルギ
　一の大きさを多くの生徒が実感したようである。また、生徒の活動は、こ
れまでになく意欲的であったように思う。

　本来ならば、野外活動を通して実際に露頭を観察するなどの学習が行え
れば、さらに感動も大きくなるだろうと思うが、交通や時間の制約からな
かなか行えないのが現実である。

　　この教材が、生徒の意欲関心を高めるのに有効珪教材であることを実践
を通して確認することができた。しかし、本研究における実践では、そこ
までである。地域素材の開発と同時に地域素材をいかに生徒に提示し問題
解決的な学習を仕組むかは、さらに検討が必要である。教材の開発と同時

　に生徒が白ら問題を発見し、追究していく過程をいかに構成するかは、今
後の課題として残った。さらに、単元全体を見通したうえで、地域素材を

　どう生かすかの検討も必要であろう。
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「火山灰の特徴」

学習課題

3年（　）組氏名（　　　　）．

火山から噴出した火山灰の粒を観察してその特徴を調べよう。

1　観察　　・…　　火山灰と砂を比べてみよう。

（1）方法

　　ア　火山灰、砂をそれぞれ蒸発皿に入れて水を流しながらよく洗い、濁った水を

　　静かに捨てることを繰り返し、蒸発皿に小さな砂粒だけを残す。　（わんがけ）

　　イ　十分に乾燥させてから、「ふるい」に掛けて粒の大きさをそろえる。

　　ウ　実体顕微鏡などを使って砂と火山灰の違いを観察する。

　　工　資料を参考にして火山灰から鉱物なギを見つけて確認する。

　　＊注意　シャーレにはいっているそれぞれの火山灰と砂を混合しない。

　　　　　　ア・イの行程は・教師側ですませてある。

（2）観察結果

　○見つけた鉱物のスケッチを書け。O火山灰と砂の違いを書きなさい。

3　考察　＊火山灰には、どのような結品の粒が含まれているのだろうか。

b繕品状の粒＝

○　鉱物の種類？

O　Fの火山灰は、どこの火山から噴出した物だろうか。？？？聞いてびっくり！

（2）観察結果

　○見つけた鉱物のスケッチを苦け。○火山灰と砂の違いを書きなさい。

国
ト
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’r二㌦い，仙灰に1嶋霧パ
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ψ、乃＝は鉱物がlt川。

3　考察　＊火山灰には、どのような結晶の粒が含まれているのだろうか。．

○　繕星状の粒＝　　雀＾　ヰ

○鉱物の種類？

繰跡㈱）

舶I石

一綱磁物

累加，㈱石。鶴．加ラフ石，施餓

○この火山灰は、どこの火山から噴出した物だろうか。？？？闘いてびっくり1

（2）観察結果

　○見つけた鉱物のメケッチを書け。O火山灰と砂の違いを書きなさい。

米，τ一作．

乃
　　竹き
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3　考察　＊火山灰には、どのような結晶の粒が含まれているのだろうか。

○結晶状の粒＝　市1物
○　鉱物　稜頚？

管石・石碑躰’榊石。石英

○この火山灰は、どこの火山から噴出した物だろうかd？？？闘いてぴっくり！
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「火山灰」

3年（　　）籍 蔑盛（
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1 予麹 ＊班でも話し合ってみよう。
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資箒1
次の褒料をま医肥どこから飛んでき淀1亀⑳か壱著えてみよう。
髭荻微の穣予（漢式国）
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赤みがかった小さな粒の
火出灰の層が約30魎⑳
厚さで砂や小石の服に！
さまれていた。

賓科2 週去およそ10万年固で非常に大きな噴火をしたと思われる火山
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　　　った岩石の形で観察される。
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3　考察
　（1）量火の時代は、いつ頃なのだろうか。

（2）どこから飛んできた火山灰が。？
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実践資料

授業後の感想
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中学校理科における広域テフラを利用した地学学習

写真7　授業中の様子

5．実践を終えて

　中学校理科における地学分野は，野外活動を取り入れない場合にはおおむね教科書や資料集，

視聴覚教材を利用して展開される場合が多い。もちろん，野外活動を取り入れて学習が進めら

れることが望ましいわけだが，交通事情や生徒指導の問題などから実施に踏み切れない学校も

多い。しかし，地学分野では，特に地域教材は重要である。何らかの方法で地域素材を教室へ

持ち込む工夫が必要である。

　今回の実践では，火山活動や鉱物の学習の教材としてテフラを導入した。授業後の感想に見

られるように，生徒は火山活動のエネルギーの大きさに驚き，鉱物の美しい結晶に感動してい

る。鉱物の学習は，市販の園芸用土（火山灰）を利用したりする方法もあるが，テフラの導入

によって身近な自然の中に驚くべき事実のあることを生徒自身が発見できた。市販の教材では

得られたい体験である。

　テフラは，近年各地で研究が進み，年代指標として利用されるなど学術的にも有効な素材で

ある。研究が進んだおかげで，各テフラの性質もかたり明らかにされており，簡便た砂粒分析

を通してテフラの拓およその同定を行うことも可能である。一般の理科の授業で砂粒分析を行

うところまでを取り扱うのは時間的た制約などから難しいかもしれないが，選択理科など発展

的な学習の場で取り組むことも可能であろう。内容的には中学生段階の学力で十分対応できる

ものと考える。

　テフラを導入して行った地学学習についてその成果をまとめると，
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　・活動する火山が近くに無くてもテフラ（火山灰）を採集できる。

　・テフラに含まれる多数の鉱物を興味を持って観察できる。

　・身近な自然の中に過去の記録が残っていることを調べることができる。

　・火山活動の非常ヒ大きたエネルギーについて気付くことができる。

　・地学的事象の時間的，空間的な大きさに気付くことができる。

だとが挙げられる。

　地学分野での学習では，教室を飛び出して実際の自然と対時することが重要である。実際の

自然は，広大で私たちの想像をはるかに超えている。この感動をいかに生徒たちのものにする

かが，理科嫌いの問題にも直接結びつくものと考える。その意味で地域教材を単元指導計画に

位置づけて計画的に取り組むことが重要である。今回の実践では，地域の自然から遠く離れた

火山の活動を考察することを通して地学的な事象の早大な時間概念や広大な空間概念を養うこ

とができた。このようにテフラの導入を通して地域教材の有効性について再認識することがで

きた。

　授業後，一人の生徒が，授業で使ったテフラがとれた場所を詳しく教えて欲しいと質問に来

た。場所を教えると早速行ってみようと言う。その生徒は，後目そこへ出かけてテフラを採取

しようと試みたようである。本当によい教材は，生徒を感動させ活動の意欲を引き出せるのだ

と教えてもらった。
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